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ふ
た
つ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
語
源
は
、
ラ

テ
ン
語
の「re

（
再
び
）」+「habilis

（
適

し
た
）」
と
さ
れ
、〝
再
び
適
し
た
状

態
に
な
る
こ
と
〞と
い
う
意
味
を
持
ち

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
老
い

や
病
気
、
け
が
な
ど
が
原
因
で
生
じ

る
心
身
機
能
と
構
造
の
障
害
と
日
常

生
活
の
活
動
の
制
限
、
社
会
生
活
へ
の

参
加
の
制
約
に
対
し
て
、
多
数
の
専

門
職
が
連
携
し
問
題
の
解
決
を
支
援

す
る
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、〝
本
来
あ
る
べ
き
状

態
へ
の
回
復
を
支
援
す
る
こ
と
〞と
言

え
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
を
し
な
い
人
は
い
ま
せ

ん
し
、
年
を
取
ら
な
い
人
も
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
経
験
す
る
可

能
性
は
誰
も
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、

超
高
齢
社
会
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
わ

が
国
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
デ
イ
ケ
ア
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
個
々
の
状
態
を
把
握
し
、

個
々
に
あ
っ
た
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
に
、
心
身
機
能
や
能
力
の
維
持
回

復
、
日
常
生
活
の
自
立
、
社
会
生
活
へ

の
参
加
を
支
援
し
ま
す
。
集
団
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　

要
介
護
認
定
（
１
〜
５
）
を
受
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。　

　

ま
た
、
要
支
援
認
定
（
１
〜
２
）

の
人
は「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
対
象
と
な
り
、
同
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
﹈

　

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
利
用
者
の
実
際
の
生

活
の
場
に
伺
い
、
日
常
生
活
の
自
立
や

家
庭
内
で
の
役
割
づ
く
り
、
社
会
参

加
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者

に
合
っ
た
自
宅
環
境
を
調
整
し
ま
す
。

　

心
身
の
機
能
の
維
持
・
回
復
を
図

り
つ
つ
、
実
際
の
生
活
場
面
に
即
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

そ
し
て
利
用
者
が
安
全
に
安
心
し
て
そ

の
人
ら
し
い
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

◎
対
象
者

　

要
介
護
認
定
（
１
〜
５
）
を
受
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
40

〜
64
歳
ま
で
の
人
は
、
要
介
護
状
態

に
な
っ
た
原
因
が
「
16
種
類
の
特
定
疾

病
に
よ
る
場
合
」の
認
定
が
必
要
で
す
。 

　

ま
た
、
要
支
援
認
定
（
１
〜
２
）

の
人
は「
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
対
象
と
な
り
、
同
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
名
称
で
、
ど
ち
ら
も

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
で
、

そ
し
て
ど
ち
ら
も
通
所
で
す
か
ら
、
一

般
の
人
が
混
同
さ
れ
る
の
も
無
理
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）
は
、

医
師
の
指
示
の
下
で
リ
ハ
ビ
リ
中
心
の

専
門
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
医
師
の
指
導
の
下
で

行
う
支
援
で
す
か
ら
、
医
学
的
に
管

理
が
必
要
な
方
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

は
食
事
や
入
浴
、
機
能
訓
練
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
日
常
生
活
や
他

者
と
の
交
流
を
通
じ
て
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
が
良
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
点
が
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
の

違
い
で
あ
り
、
利
用
者
の
状
況
に
合
わ

せ
て
選
択
す
る
も
の
で
す
。

　　

清
恵
会
グ
ル
ー
プ
に
は
、
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
慢
性
期
療
養
を
担

う
清
恵
会
三
宝
病
院
が
あ
り
ま
す
。

三
宝
病
院
で
は
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
な
ど
を
設
置
し
、
清
恵
会

病
院
を
は
じ
め
と
す
る
急
性
期
病
院

で
の
治
療
後
に
継
続
し
て
リ
ハ
ビ
リ
が

必
要
な
患
者
様
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
三
宝
病
院
を
退
院
し
た

後
、
ご
自
宅
で
の
生
活
に
支
援
が
必
要

な
方
の
た
め
に
清
恵
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
し
て
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
「
さ
ん
さ
ん
デ
イ

ケ
ア
三
宝
」
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
「
き
ら
き
ら
訪
問
リ
ハ
三
宝
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
人
の
患
者
様
の
救

急
・
急
性
期
治
療
か
ら
在
宅
で
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
、
グ
ル
ー
プ
内

で
一
貫
し
て
診
る
こ
と
の
で
き
る
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
清
恵
会
グ
ル
ー
プ
の

大
き
な
特
色
で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
「
さ
ん
さ

ん
デ
イ
ケ
ア
三
宝
」
に
は
理
学
療
法
士

３
名
、
作
業
療
法
士
２
名
、
介
護
職

４
名
、
相
談
員
１
名
が
在
籍
し
て
お

り
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
５
名
が
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン「
き
ら
き
ら
訪
問
リ
ハ
三
宝
」

の
ス
タ
ッ
フ
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。

　

通
所
・
訪
問
ど
ち
ら
も
、
利
用
者

が
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
の
が

目
的
で
す
が
、
単
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
真

の
目
的
は
、
利
用
者
お
一
人
お
一
人

の〝
あ
り
た
い
姿
〞を
共
に
目
指
す
こ

と
。
利
用
者
の
、
こ
う
あ
り
た
い
と
思

う
姿
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
も

う
一
度
、
趣
味
を
楽
し
み
た
い
」、「
歩

い
て
買
い
物
に
行
き
た
い
」、「
自
分
一

人
で
ト
イ
レ
や
入
浴
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
な
ど
、〝
あ
り
た
い
姿
〞は

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
年
齢
も
、
心

身
の
状
態
も
、
生
活
環
境
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
ま
ず

利
用
者
と
ご
家
族
の
状
況
、
そ
し
て
思

い
を
詳
し
く
お
聞
き
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
す
。
そ
の
情
報
や
お
気
持
ち
を

十
分
に
把
握
し
、
正
確
に
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
評
価
）
し
た
上
で
、
利
用
者
に

最
適
か
つ
具
体
的
な
支
援
の
方
法
を
導

き
出
し
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
も
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
も

基
本
的
な
考
え
方
は
同
じ
で
あ
り
、

訪
問
の
場
合
も
、
内
容
は
多
様
で
す
。

一
例
と
し
て
、
寝
床
か
ら
の
起
き
上
が

り
や
歩
行
な
ど
基
本
動
作
の
訓
練
、

食
事
・
排
せ
つ
・
入
浴
・
更
衣
と
い
っ

た
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
、
関
節
の

変
形
や
拘
縮
お
よ
び
筋
力
低
下
の
予

防
と
改
善
、
ご
家
族
に
対
す
る
介
助

指
導
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
住
宅
改

修
や
福
祉
用
具
購
入
の
際
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
居
宅
内
だ
け

で
な
く
、
近
所
を
散
歩
し
た
り
、
買
い

物
に
同
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
緒
に
電
車
に
も
乗
り
ま
す
。「
電
車

に
乗
っ
て
買
い
物
に
行
け
た
」
と
い
う

成
功
体
験
が
大
切
な
の
で
す
。そ
れ
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。
そ
の
一
歩
一
歩
が
、
自
己
能

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
、
利
用

者
の
生
活
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
も
ま
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
の

役
割
で
す
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
常
に
、

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を

考
え
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
清
恵
会
グ
ル
ー
プ
内
だ
け

で
な
く
、
地
域
と
も
連
携
を
密
に
し
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に

は
、
い
わ
ゆ
る
町
の
診
療
所
や
ク
リ
ニッ

ク
、
療
養
施
設
、
福
祉
施
設
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
機
関

等
が
あ
り
、医
師
や
看
護
師
、療
法
士
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
い
ま
す
。

特
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
日
頃
か
ら

連
絡
を
取
り
合
い
、
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
利
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

た
と
え
重
度
な
介
護
状
態
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
住

み
慣
れ
た
家
で
、
で
き
る
限
り
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
た
い
―
。
そ
れ
は
、
す
べ

て
の
人
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
全

体
の
協
力
体
制
が
必
要
な
の
で
す
。

　　　　

世
界
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高

齢
化
が
進
む
わ
が
国
で
は
、
厚
生
労

働
省
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
※
」

の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
２
０
１
６
年
５
月
に
つ
く

ら
れ
た
地
域
サ
ロ
ン
が
堺
に
も
あ
り
ま

す
。

　

三
宝
校
区
（
三
宝
町
５
丁
）
に
あ

る
文
化
住
宅
の
１
部
屋
に
つ
く
ら
れ

た
、
懐
か
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ふ
ら
っ
と

三
宝
」
は
、
社
会
福
祉
法
人 

堺
福
祉

会 

ハ
ー
ト
ピ
ア
堺
や
堺
第
１
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
関
わ
っ
て
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、〝
昭
和
〞を
伝
承
す
る

小
さ
な
博
物
館
で
あ
り
、
地
域
の
人
々

が〝
ゆ
る
く
〞つ
な
が
れ
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
茶
話
会
、
手
芸

や
ク
ラ
フ
ト
、
体
操
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
、
高
齢
者
の
健
康
や
暮
ら
し
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
ら
っ
と
三
宝
」
の
運
営
に

清
恵
会
三
宝
病
院
も
協
力
し
て
お
り
、

「
さ
ん
さ
ん
デ
イ
ケ
ア
三
宝
」
の
セ
ラ
ピ

ス
ト
が
出
張
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
三

宝
体
操
」
を
指
導
し
た
り
、
部
屋
を

飛
び
出
し
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
性
を
生
か
し
た
史
跡
巡
り
、

季
節
を
楽
し
む
お
花
見
、
自
然
を
満

喫
す
る
釣
り
大
会
な
ど
を
企
画
・
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
を
め
ど
に
、
重
度
な
要
介
護
状

態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
一

体
的
に
提
供
で
き
る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
取
り
組
み
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
療
法
は
、
理

学
療
法
、
作
業
療
法
、
言
語
聴
覚
療

法
の
３
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ご
く
簡

単
に
い
え
ば
、
理
学
療
法
は
体
が
動
か

せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
作
業
療
法
は

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
言

語
聴
覚
療
法
は
話
す
・
聞
く
・
食
べ

る
な
ど
に
関
す
る
問
題
の
改
善
を
目
指

す
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
医
師
の
指
示

に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
を
施

す
の
が
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
療
法
士
）。
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
と
い
う
専
門
職
で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、
介
護
保
険
が
適

用
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。

ど
ち
ら
も
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り

自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど

の
専
門
職
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

﹇
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
﹈

　

利
用
者
が
病
院
、
診
療
所
、
老
人

保
健
施
設
等
に
通
い
、
主
治
医
の
指

示
に
基
づ
い
て
、
理
学
療
法
、
作
業
療

法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
言
い

ま
す
。
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る

介
護
保
険
の
被
保
険
者
が
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
、

訪
問
サ
ー
ビ
ス
、
入
所
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
も
の
が
あ
り
、
利
用

者
は
介
護
の
度
合
い
な
ど
に
応
じ
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

陶 器 俊 博
三宝病院  介護事業部  副部長補佐
通所リハビリテーション室  室長
訪問リハビリテーション  管理者

と

通
所

訪
問

特集
ふたつのリハビリテーションと通所 訪問特集

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

３
つ
に
大
別
さ
れ
る

リ
ハ
ビ
リ
療
法

通
所
リ
ハ
ビ
リ
と

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

通
所
リ
ハ
ビ
リ（
デ
イ
ケ
ア
）と

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）は

ど
う
違
う
？

送迎バスに乗る利用者の皆さん。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
語
源
は
、
ラ

テ
ン
語
の「re

（
再
び
）」+「habilis

（
適

し
た
）」
と
さ
れ
、〝
再
び
適
し
た
状

態
に
な
る
こ
と
〞と
い
う
意
味
を
持
ち

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
老
い

や
病
気
、
け
が
な
ど
が
原
因
で
生
じ

る
心
身
機
能
と
構
造
の
障
害
と
日
常

生
活
の
活
動
の
制
限
、
社
会
生
活
へ
の

参
加
の
制
約
に
対
し
て
、
多
数
の
専

門
職
が
連
携
し
問
題
の
解
決
を
支
援

す
る
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、〝
本
来
あ
る
べ
き
状

態
へ
の
回
復
を
支
援
す
る
こ
と
〞と
言

え
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
を
し
な
い
人
は
い
ま
せ

ん
し
、
年
を
取
ら
な
い
人
も
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
経
験
す
る
可

能
性
は
誰
も
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、

超
高
齢
社
会
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
わ

が
国
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
デ
イ
ケ
ア
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
個
々
の
状
態
を
把
握
し
、

個
々
に
あ
っ
た
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
に
、
心
身
機
能
や
能
力
の
維
持
回

復
、
日
常
生
活
の
自
立
、
社
会
生
活
へ

の
参
加
を
支
援
し
ま
す
。
集
団
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　

要
介
護
認
定
（
１
〜
５
）
を
受
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。　

　

ま
た
、
要
支
援
認
定
（
１
〜
２
）

の
人
は「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
対
象
と
な
り
、
同
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
﹈

　

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
利
用
者
の
実
際
の
生

活
の
場
に
伺
い
、
日
常
生
活
の
自
立
や

家
庭
内
で
の
役
割
づ
く
り
、
社
会
参

加
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者

に
合
っ
た
自
宅
環
境
を
調
整
し
ま
す
。

　

心
身
の
機
能
の
維
持
・
回
復
を
図

り
つ
つ
、
実
際
の
生
活
場
面
に
即
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

そ
し
て
利
用
者
が
安
全
に
安
心
し
て
そ

の
人
ら
し
い
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

◎
対
象
者

　

要
介
護
認
定
（
１
〜
５
）
を
受
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
40

〜
64
歳
ま
で
の
人
は
、
要
介
護
状
態

に
な
っ
た
原
因
が
「
16
種
類
の
特
定
疾

病
に
よ
る
場
合
」の
認
定
が
必
要
で
す
。 

　

ま
た
、
要
支
援
認
定
（
１
〜
２
）

の
人
は「
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
対
象
と
な
り
、
同
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
名
称
で
、
ど
ち
ら
も

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
で
、

そ
し
て
ど
ち
ら
も
通
所
で
す
か
ら
、
一

般
の
人
が
混
同
さ
れ
る
の
も
無
理
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）
は
、

医
師
の
指
示
の
下
で
リ
ハ
ビ
リ
中
心
の

専
門
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
医
師
の
指
導
の
下
で

行
う
支
援
で
す
か
ら
、
医
学
的
に
管

理
が
必
要
な
方
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

は
食
事
や
入
浴
、
機
能
訓
練
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
日
常
生
活
や
他

者
と
の
交
流
を
通
じ
て
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
が
良
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
点
が
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
の

違
い
で
あ
り
、
利
用
者
の
状
況
に
合
わ

せ
て
選
択
す
る
も
の
で
す
。

　　

清
恵
会
グ
ル
ー
プ
に
は
、
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
慢
性
期
療
養
を
担

う
清
恵
会
三
宝
病
院
が
あ
り
ま
す
。

三
宝
病
院
で
は
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
な
ど
を
設
置
し
、
清
恵
会

病
院
を
は
じ
め
と
す
る
急
性
期
病
院

で
の
治
療
後
に
継
続
し
て
リ
ハ
ビ
リ
が

必
要
な
患
者
様
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
三
宝
病
院
を
退
院
し
た

後
、
ご
自
宅
で
の
生
活
に
支
援
が
必
要

な
方
の
た
め
に
清
恵
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
し
て
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
「
さ
ん
さ
ん
デ
イ

ケ
ア
三
宝
」
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
「
き
ら
き
ら
訪
問
リ
ハ
三
宝
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
人
の
患
者
様
の
救

急
・
急
性
期
治
療
か
ら
在
宅
で
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
、
グ
ル
ー
プ
内

で
一
貫
し
て
診
る
こ
と
の
で
き
る
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
清
恵
会
グ
ル
ー
プ
の

大
き
な
特
色
で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
「
さ
ん
さ

ん
デ
イ
ケ
ア
三
宝
」
に
は
理
学
療
法
士

３
名
、
作
業
療
法
士
２
名
、
介
護
職

４
名
、
相
談
員
１
名
が
在
籍
し
て
お

り
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
５
名
が
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン「
き
ら
き
ら
訪
問
リ
ハ
三
宝
」

の
ス
タ
ッ
フ
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。

　

通
所
・
訪
問
ど
ち
ら
も
、
利
用
者

が
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
の
が

目
的
で
す
が
、
単
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
真

の
目
的
は
、
利
用
者
お
一
人
お
一
人

の〝
あ
り
た
い
姿
〞を
共
に
目
指
す
こ

と
。
利
用
者
の
、
こ
う
あ
り
た
い
と
思

う
姿
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
も

う
一
度
、
趣
味
を
楽
し
み
た
い
」、「
歩

い
て
買
い
物
に
行
き
た
い
」、「
自
分
一

人
で
ト
イ
レ
や
入
浴
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
な
ど
、〝
あ
り
た
い
姿
〞は

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
年
齢
も
、
心

身
の
状
態
も
、
生
活
環
境
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
ま
ず

利
用
者
と
ご
家
族
の
状
況
、
そ
し
て
思

い
を
詳
し
く
お
聞
き
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
す
。
そ
の
情
報
や
お
気
持
ち
を

十
分
に
把
握
し
、
正
確
に
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
評
価
）
し
た
上
で
、
利
用
者
に

最
適
か
つ
具
体
的
な
支
援
の
方
法
を
導

き
出
し
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
も
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
も

基
本
的
な
考
え
方
は
同
じ
で
あ
り
、

訪
問
の
場
合
も
、
内
容
は
多
様
で
す
。

一
例
と
し
て
、
寝
床
か
ら
の
起
き
上
が

り
や
歩
行
な
ど
基
本
動
作
の
訓
練
、

食
事
・
排
せ
つ
・
入
浴
・
更
衣
と
い
っ

た
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
、
関
節
の

変
形
や
拘
縮
お
よ
び
筋
力
低
下
の
予

防
と
改
善
、
ご
家
族
に
対
す
る
介
助

指
導
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
住
宅
改

修
や
福
祉
用
具
購
入
の
際
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
居
宅
内
だ
け

で
な
く
、
近
所
を
散
歩
し
た
り
、
買
い

物
に
同
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
緒
に
電
車
に
も
乗
り
ま
す
。「
電
車

に
乗
っ
て
買
い
物
に
行
け
た
」
と
い
う

成
功
体
験
が
大
切
な
の
で
す
。そ
れ
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。
そ
の
一
歩
一
歩
が
、
自
己
能

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
、
利
用

者
の
生
活
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
も
ま
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
の

役
割
で
す
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
常
に
、

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を

考
え
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
清
恵
会
グ
ル
ー
プ
内
だ
け

で
な
く
、
地
域
と
も
連
携
を
密
に
し
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に

は
、
い
わ
ゆ
る
町
の
診
療
所
や
ク
リ
ニッ

ク
、
療
養
施
設
、
福
祉
施
設
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
機
関

等
が
あ
り
、医
師
や
看
護
師
、療
法
士
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
い
ま
す
。

特
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
日
頃
か
ら

連
絡
を
取
り
合
い
、
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
利
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

た
と
え
重
度
な
介
護
状
態
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
住

み
慣
れ
た
家
で
、
で
き
る
限
り
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
た
い
―
。
そ
れ
は
、
す
べ

て
の
人
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
全

体
の
協
力
体
制
が
必
要
な
の
で
す
。

　　　　

世
界
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高

齢
化
が
進
む
わ
が
国
で
は
、
厚
生
労

働
省
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
※
」

の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
２
０
１
６
年
５
月
に
つ
く

ら
れ
た
地
域
サ
ロ
ン
が
堺
に
も
あ
り
ま

す
。

　

三
宝
校
区
（
三
宝
町
５
丁
）
に
あ

る
文
化
住
宅
の
１
部
屋
に
つ
く
ら
れ

た
、
懐
か
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ふ
ら
っ
と

三
宝
」
は
、
社
会
福
祉
法
人 

堺
福
祉

会 

ハ
ー
ト
ピ
ア
堺
や
堺
第
１
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
関
わ
っ
て
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、〝
昭
和
〞を
伝
承
す
る

小
さ
な
博
物
館
で
あ
り
、
地
域
の
人
々

が〝
ゆ
る
く
〞つ
な
が
れ
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
茶
話
会
、
手
芸

や
ク
ラ
フ
ト
、
体
操
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
、
高
齢
者
の
健
康
や
暮
ら
し
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
ら
っ
と
三
宝
」
の
運
営
に

清
恵
会
三
宝
病
院
も
協
力
し
て
お
り
、

「
さ
ん
さ
ん
デ
イ
ケ
ア
三
宝
」
の
セ
ラ
ピ

ス
ト
が
出
張
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
三

宝
体
操
」
を
指
導
し
た
り
、
部
屋
を

飛
び
出
し
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
性
を
生
か
し
た
史
跡
巡
り
、

季
節
を
楽
し
む
お
花
見
、
自
然
を
満

喫
す
る
釣
り
大
会
な
ど
を
企
画
・
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
を
め
ど
に
、
重
度
な
要
介
護
状

態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
一

体
的
に
提
供
で
き
る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
取
り
組
み
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
療
法
は
、
理

学
療
法
、
作
業
療
法
、
言
語
聴
覚
療

法
の
３
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ご
く
簡

単
に
い
え
ば
、
理
学
療
法
は
体
が
動
か

せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
作
業
療
法
は

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
言

語
聴
覚
療
法
は
話
す
・
聞
く
・
食
べ

る
な
ど
に
関
す
る
問
題
の
改
善
を
目
指

す
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
医
師
の
指
示

に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
を
施

す
の
が
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
療
法
士
）。
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
と
い
う
専
門
職
で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、
介
護
保
険
が
適

用
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。

ど
ち
ら
も
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り

自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど

の
専
門
職
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

﹇
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
﹈

　

利
用
者
が
病
院
、
診
療
所
、
老
人

保
健
施
設
等
に
通
い
、
主
治
医
の
指

示
に
基
づ
い
て
、
理
学
療
法
、
作
業
療

法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
言
い

ま
す
。
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る

屋外のでこぼこした地面を
しっかりと歩けるよう、

輪投げの輪の上を歩く練習。
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リ
ハ
ビ
リ
に
注
力
す
る

清
恵
会
三
宝
病
院

地
域
や
行
政
と
も
連
携
し
て

利
用
者
を
支
え
る

「
ふ
ら
っ
と
三
宝
」で

三
宝
体
操
を
し
ま
せ
ん
か

”あ
り
た
い
姿
“を
目
指
す―

清
恵
会
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

ふたつのリハビリテーションと通所 訪問特集

民生委員・
ボランティア

保健センター、
区役所等（行政）

福祉用具
レンタル・購入

ホーム
ヘルパー

ケア
マネージャー

地域包括
支援センター

各種
福祉施設等主治医

各種
医療機関

など

利用者・家族

三宝病院のスタッフによる「レッツ三宝体操」。
（地域サロン「ふらっと三宝」にて）
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利用
開始

医師からの
指示書の
交付

利用前
の面談

さんさん
デイケア三宝

・
きらきら

訪問リハ三宝ケアマネージャー

地域包括支援センター

入院先や通院先の看護師や
ソーシャルワーカー

地域の診療所の主治医

利用者
（ご家族）

5

みんなで体操！その方に合わせたリハビリをご自宅で　ーＴさんの例ー

ふたつのリハビリテーションと通所 訪問特集

　フレイル（高齢者の筋力や精神面の衰え）を予防し、車椅子の
人でもできる体操をつくろう！　スタッフのそんな思いから生まれた体
操です。
　各地で行われている高齢者向けの体操を調べ、自分たちなりに
改良を重ねながら、約25分の体操が完成。「さんさんデイケア三宝」
で毎日実施しています。立ってする人、座ってする人、車椅子に乗っ
てする人、音楽に合わせて楽しく行う全身運動です。
　集団で行うと、今まで座って体操していた人が立ってし始めたり、
隅っこでいた人が前に出てきたりと、良い意味での競争意識も生ま
れてきました。定期的な体力測定でも、筋力アップの効果がはっき
りと表れています。

8:50～10:30 お迎え
　 体温・血圧・脈拍の測定
 ※随時、入浴・個別リハビリ

10:30～ ストレッチ体操

10:40～ 個別活動

12:00～ 口腔体操　

12:20～ 昼食、口腔ケア

13:30～ 集団活動
 （脳トレ、作業療法活動など）
 ※随時、入浴・個別リハビリ

14:30～ おやつ

14:50～ 三宝体操

15:40～17:00 お送り

●身体機能の評価と訓練
●基本動作訓練（起き上がる、立つ、歩くなど）
●日常生活動作訓練（トイレ、入浴、着替えなど）
●日常生活関連動作訓練（掃除、洗濯、買い物など）
●社会参加の支援（地域での体操、趣味など）
●住環境の設定、福祉用具利用のアドバイス
●自主訓練の指導
●介護方法の指導　など

「さんさんデイケア三宝」
１日のスケジュール

作業療法活動
五感を刺激し、達成感や楽しさが感じら
れる、さまざまなプログラムを実施してい
ます。

ボランティアの来訪
定期的に来訪し、演奏やダンス、手品な
どを披露してくださいます。演奏に合わせ
て、一緒に懐メロを合唱したりもします。

　高齢者用マンションにお住まいのTさんは、左半身がまひしています。
当初は脚がのび切って曲がらない状態でしたが、約半年のリハビリを経て、
今では膝を曲げて座れるまでになりました。住宅の廊下などで歩行訓練も
行っています。
　部屋のレイアウトも、セラピストがTさんと相談して決めました。大好きな
金魚をいつでも見られるようベッドのそばに水槽を配したり、趣味のスポー
ツをテレビ観戦する際に楽な姿勢で楽しめるよう配慮しています。
　装具を着けるのも、その人の状態に合わせた“コツ”が必要です。セラ
ピストがいないときでもスムーズに装着できるよう、ご本人やご家族に方法
をレクチャーします。

主な内容

利用
方法

立ち上がる・座る練習 楽しみと暮らしやすさを
考慮した室内

リハビリ前の問診・血圧測定

マンションの廊下を
利用した歩行訓練



　

私
が
所
属
し
て
い
る
清
恵
会
三
宝
病
院

の
４
Ａ
病
棟
は
療
養
と
透
析
の
混
合
病
棟

に
な
っ
て
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
に
入
院
さ
れ
て
自
宅
に
帰
ら
れ
る
方
や
、

施
設
に
入
所
さ
れ
る
方
も
い
れ
ば
、
透
析

の
た
め
に
継
続
し
て
入
院
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
急
性
期
と
は
違
い
、
病

態
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が

多
く
、
平
均
80
歳
代
で
し
ょ
う
か
、
ご
高

齢
の
患
者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ご
高

齢
の
患
者
さ
ん
は
皮
膚
が
弱
い
た
め
、
た

と
え
小
さ
な
傷
で
も
、
や
が
て
大
き
な
床

ず
れ
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
、
普

段
の
状
態
と
全
身
の
経
過
観
察
が
と
て
も

大
切
で
す
。

　

私
た
ち
の
業
務
は
、
体
温
や
血
圧
の
測

定
、
床
ず
れ
の
処
置
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
日
々
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
が
あ
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
を
よ
り
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
、
学
び
で
も
あ
り

ま
す
。
認
知
症
の
患
者
さ
ん
も
入
院
さ
れ

て
お
り
、
大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

毎
日
の
違
っ
た
表
情
や
反
応
を
少
し
で
も

理
解
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
の
4
月
か
ら
、
初
め
て
プ
リ
セ
プ

タ
ー
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
プ
リ

セ
プ
タ
ー
と
は
、
新
人
看
護
師
（
プ
リ
セ

プ
テ
ィ
ー
）
に
教
育
・
指
導
す
る
看
護
師

の
こ
と
で
す
。
自
分
の
思
い
が
相
手
に
う

ま
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
や
、
プ
リ
セ
プ

テ
ィ
ー
の
考
え
が
わ
か
ら
な
い
と
き
も
あ

り
、
指
導
の
難
し
さ
に
直
面
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
先

輩
看
護
師
に
相
談
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
導

方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々

関
わ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
プ
リ

セ
プ
テ
ィ
ー
が
入
職
し
て
か
ら
半
年
以
上
が

経
ち
ま
す
が
、
成
長
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
反
対
に
私
が
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
ー
か
ら

学
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
成
長
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
私
自
身
も

勉
強
の
日
々
で
す
か
ら
、
大
変
で
は
あ
り

ま
す
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
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Nurse Faceナース・フェイス

私の看護、私の思い

患
者
さ
ん
と
と
も
に
、

仲
間
と
と
も
に
、
学
び
と
成
長
の
日
々

中村 杏里（写真右）
清恵会三宝病院  4A病棟  看護師

医
の
最
前
線
か
ら

第
三
十
回

木 村  僚 太
清恵会病院  脳神経外科医長

1997年、奈良県立医科大学卒業。奈良
県立医科大学脳神経外科入局。
2000年、奈良県立医科大学大学院に入
学し、脳血管障害の基礎研究を行う。
2003年～2004年、ドイツ マインツ大学に
留学。
2005年、博士号取得。
その後、多数の医療機関での勤務を経
て、2015年から現職。 
日本脳神経外科学会 脳神経外科専門
医・指導医、日本脳卒中学会 脳卒中専
門医、日本脳卒中の外科学会 技術指導
医、日本脳神経血管内治療学会 脳血
管内治療専門医

7

脳
神
経
外
科
は
、
脳
と
神
経
に
関

わ
る
す
べ
て
の
外
科
的
治
療
を
専
門
と

す
る
診
療
科
で
す
。
私
は
主
に
脳
血
管

障
害
を
専
門
と
し
て
、
脳
卒
中
の
外
科

学
会
の
技
術
指
導
医
と
し
て
開
頭
手
術

を
、
脳
血
管
内
治
療
学
会
の
専
門
医

と
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
、
ど
ち
ら

も
専
門
医
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
3
年
前
か
ら
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
脳
卒
中
専
用
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
救
急
隊
か
ら
専
門
の
担

当
医
師
に
直
接
つ
な
ぐ
電
話
）を
導
入

し
、
24
時
間
3
6
5
日
、
脳
卒
中
を

疑
う
患
者
様
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
脳
卒
中
の
患
者
様
に
は
脳
神

経
外
科
医
も
し
く
は
神
経
内
科
医
が

初
期
診
療
か
ら
対
応
し
、
発
症
か
ら

4
時
間
半
以
内
の
脳
梗
塞
で
あ
れ
ば

積
極
的
に
t
P
A（
血
栓
を
溶
か
す

薬
）静
注
療
法
を
行
い
、
発
症
か
ら
8

時
間
以
内
の
脳
梗
塞
で
あ
れ
ば
カ
テ
ー

テ
ル
手
術
を
常
時
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
脳
卒
中
と
診
断
さ
れ
た

患
者
様
に
対
し
て
は
脳
卒
中
専
用
の
集

中
治
療
室
で
あ
る
S
C
U（Stroke 

C
are U

nit

）で
急
性
期
治
療
を
行
い
、

予
後
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
あ
る
日
突
然
起
こ
る

病
気
で
す
。
突
然
、
麻
痺
や
言
語
障

害
な
ど
の
神
経
症
状
を
呈
し
た
患
者

様
や
ご
家
族
の
衝
撃
は
、
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
状
況
下
で
も
、
医
師
と
し
て

丁
寧
か
つ
わ
か
り
や
す
く
病
状
を
説
明

し
、
納
得
と
ご
理
解
を
得
て
治
療
を

進
め
て
行
く
中
で
、
患
者
様
が
少
し

ず
つ
良
く
な
っ
て
い
く
様
子
を
見
る
の

は
、
医
師
と
し
て
の
喜
び
で
す
。
ま
た
、

外
科
医
と
し
て
一
人
で
も
多
く
の
患

者
様
を
救
い
た
い
と
、
い
つ
も
願
っ
て
い

ま
す
。

映
画
鑑
賞
が
好
き
な
の
で
す
が
、
い

つ
呼
び
出
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
生
活

を
し
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
見
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
休
日

は
家
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も

た
ち
の
宿
題
を
手
伝
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

脳
卒
中
に
対
し
て
万
全
の
体
制
で
臨
む―

24
時
間
3
6
5
日
、

患
者
様
を
受
け
入
れ

休
日
は
子
ど
も
た
ち
の
先
生
に

脳
血
管
障
害
が
専
門
で
す

脳血管内治療中の木村医師（左）。
手にしているのがカテーテル（血管内を通す医療用
の細い管）。



生命をまもる　医療をつなぐ
いのち

清恵会病院と共に地域の医療を支え合う
医院・クリニックをご紹介します。地域医療ネットワーク

910

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
内
科
（
消
化
器

病
専
門
医
）
と
小
児
科
（
小
児
科
専

門
医
）
の
2
診
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

内
科
は
苦
痛
の
少
な
い
経
鼻
内
視

鏡
検
査
を
は
じ
め
、
超
音
波
検
査
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
骨
密
度
検
査
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
各
種
疾
患
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
小
児
科
は
各
種
予
防

接
種
・
健
診
を
含
め
、
子
育
て
の
ご

相
談
な
ど
、
小
児
科
一
般
に
広
く
対

応
し
て
い
ま
す
。

私
の
父
が
院
長
を
務
め
た
時
代
か

ら
50
年
余
り
、
こ
の
地
で
診
療
を
続

け
て
い
ま
す
。
3
世
代
に
わ
た
っ
て
通

院
し
て
く
だ
さ
る
ご
家
族
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
日
々
努

力
し
て
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
4
世

代
、
5
世
代
と
、
お
子
様
や
お
孫
様

が
元
気
に
成
長
す
る
姿
を
見
守
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
医

療
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
南
海
高
野
線
堺
東

駅
の
踏
切
す
ぐ
に
あ
る
た
め
、
交
通

至
便
で
す
。
ま
た
、
6
台
分
の
駐
車

場
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
ご
予
約
も
可
能
で
す
。

院
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
車
椅
子

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
ご
来
院
も
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
せ
ん
。
待
合
は
床
暖

房
や
空
気
清
浄
器
を
設
置
し
て
い
ま

す
。急

に
入
院
が
必
要
と
な
っ
た
患
者

様
、
状
態
が
悪
く
今
す
ぐ
診
て
ほ
し

い
患
者
様
、
ま
た
時
間
外
な
ど
、
無

理
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
い
つ
も
迅
速
に
ご
対
応
い
た

だ
き
、
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。堺

東
駅
か
ら
清
恵
会
病
院
へ
の
送

迎
バ
ス
が
あ
る
た
め
、
患
者
様
が
清
恵

会
病
院
へ
行
く
際
は
助
か
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

開
院
か
ら
半
世
紀―

地
域
の
健
康
を
見
守
り
続
け
る

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
環
境

上野内科・小児科クリニック
ホームドクターとして、ご家族の健康を守ります

清
恵
会
病
院
と
の
か
か
わ
り

堺市堺区南三国ヶ丘町1-1-13
☎072-232-1314

●診療科目／内科、小児科
●診療時間／9：00～12：30、16：30～19：00
 （小児科は火曜・金曜の午前診療後から予防接種・健診外来あり ※ご予約のみ）
●休 診 日／木曜・土曜の午後（小児科は火曜の夜休み）、日曜、祝日、夏季休暇、年末年始
●開 院 年／2009年6月（新築移転）
●ホームページ／www.ueno-cl.jp

清恵会三宝病院
栄養科  科長

村 知 エ リ

私たちの体には「体内時計」（昼に活動し夜に休息する体のリズム）が備わっており、
心と体を管理し体調を整えています。
この体内時計を無視した食生活（朝食ヌキや遅い時間の夜食など）を続けると生活リズ
ムが乱れ、内臓に負担がかかり、体調不良、さらには肥満や糖尿病などの生活習慣病に
つながる場合もあります。
食事は「バランス良く腹八分目」と言われる通り、「何を、どれだけ食べるか」が大切

ですが、同時に「いつ、どのように食べるか」という体のリズムに合わせたタイミングで
食べることも重要とされています。

❶朝・昼・夕すべての食事は、12～ 14時間以内にと
ります（夕食～翌朝食まで10時間空けます）。
　朝食が7時なら夕食は19時が目安です（遅くとも

21時まで）。

❷朝食：昼食：夕食の量比率は3：4：3 
　多くなりがちな夕食は、就寝2～ 3時間前までに軽
めにとることを心掛けます。
　夜遅い時間の夜食
は、摂取したエネル
ギーが消費されず脂
肪として蓄えられる
ため、夕食が21時以
降になる場合は17
～ 18時に軽食をと
るようにしましょう。
夜食の食べ過ぎを防
止できます。

こころ ・ カラダ ・ 暮らし

「食べる」を
考える

「いつ、どのように食べるか」についてポイントを挙げてみました。

私たちの脳や内蔵は、朝食を
とることで眠りから目覚め、体
が活動を始めます。また、1日
が24時間であるのに対し、多
少のズレがあると言われてい
る体内時計は「朝食」と「朝の
光を浴びること」で朝だと認識
し、毎日リセットされます。

❶野菜は炭水化物（ご飯、パ
ン、麺類など）より先に食
べます（ベジタブルファー
スト）。

❷食事はゆっくりよく噛んで
（1口30回）、20分～ 30分
かけます。
　上記を心掛けることで、同
じ内容の食事でも食後血
糖値の上昇がゆるやかに
なると言われています。

院長の上野洋史先生（前列右）と
副院長の上野弥奈先生（前列左）、スタッフの皆さん。

昼食
4

朝食
3

夕食
3

私たちの心と体を支える大切な食事を、もう一度見直してみませんか。

1. 食べる時間と量 2. 朝食は必ず食べる 3. 食べる順序と速度

遅くとも21時まで

昼食

夕食

朝食

21時

6時

12時24時

7時

19時

就寝

起床
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清恵会三宝病院 こんにちは清恵会グループですこんにちは清恵会グループです 清恵会医療専門学院

清
恵
会
三
宝
病
院
は
、
回
復
期

お
よ
び
慢
性
期
の
医
療
を
担
う
複

合
型
病
院
で
あ
り
、
内
科
、
整
形

外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
人

工
透
析
セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

３
A
病
棟
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
病
棟
で
、
患
者
様
は

急
性
期
の
治
療
を
終
え
ら
れ
、
在

宅
復
帰
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的

に
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

が
ご
高
齢
の
患
者
様
で
あ
り
、
突
然
、

入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い

う
急
激
な
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
認

知
症
を
発
症
し
た
り
、
あ
る
い
は

認
知
症
の
症
状
が
悪
化
し
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
興
奮
・
攻
撃
状
態

や
睡
眠
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
な
る
と
、
本
来
の
治
療
や
看
護
、

リ
ハ
ビ
リ
が
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
、

在
宅
復
帰
も
困
難
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
、
今
回
３
A
病
棟
で
は

看
護
研
究
と
し
て
、
認
知
症
患
者

様
の
言
動
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

そ
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
よ
り
安
全

に
療
養
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

患
者
様
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
た
め
の
取
り
組
み

シリーズ
30

清
恵
会
三
宝
病
院

看
護
部  

３
A
病
棟  

看
護
師

　

保

田

奈

央
（
写
真
右
）

　

荒

川

侑

梨
（
写
真
左
）

准看護学科38期生戴帽式
清恵会医療専門学院  准看護学科

　2017年11月10日（金）に清恵会医療専門学院 准看護学科
38期生（39名）の戴帽式が行われました。
　一人ずつナースキャップをかぶせてもらい、ナイチンゲールか
ら灯火を頂きました。「ナイチンゲール誓詞」を力強く唱和し、
看護の道を歩む決意をしました。その声はエネルギッシュで、決
意の強さを感じました。

的
に
、「
ひ
も
と
き
シ
ー
ト
※
」
の

活
用
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
ひ
も
と
き
シ
ー
ト
」
と
は
、
患

者
様
の
表
面
上
の
言
動
に
と
ら
わ
れ

ず
、
患
者
様
を
よ
り
よ
く
理
解
す

る
た
め
の
手
法
で
あ
り
、
ま
ず
は
看

護
者
の
課
題
整
理
か
ら
始
め
（
評

価
的
理
解
）、
次
に
多
角
的
な
視
点

か
ら
患
者
様
の
情
報
や
事
実
を
整

理
し
（
分
析
的
理
解
）、
患
者
様
の

視
点
に
立
っ
た
課
題
解
決
の
思
考

（
共
感
的
理
解
）
へ
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
で
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
回
復
期
病
棟

の
新
た
な
課
題
と
さ
ら
な
る
看
護
の

役
割
を
見
出
す
良
い
機
会
と
も
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
し
て
よ
り
良
い
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※「
ひ
も
と
き
シ
ー
ト
」

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ

ン
タ
ー
が
開
発
し
た
、
認
知
症
ケ
ア

を
す
る
援
助
者
の
た
め
の
ツ
ー
ル
。

詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
が
掲
載

さ
れ
た
サ
イ
ト「
ひ
も
と
き
ネ
ッ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.dcnet.gr.jp/retrieve/

戴帽式に向けての練習では、自分たちの思いやアイデアを出し、ク
ラス全員で協力しながら積み重ねてきました。全員で協力しないと一つ
になれないことを各自が自覚し、お互い助け合うことで感謝への気持ち
が生まれ、心を一つにすることができたと思います。
戴帽式当日は、クラスが一丸となり日頃の練習の成果を発揮しました。

これから実習も始まります。
一人一人が看護の責任の重さを自覚し、患者様に誠実に向き合える
ように努力をしていきます。支えてくださる方々に感謝するとともに、
今後の成長を見守っていただけますようお願いします。

学院長のお言葉
「初心を忘れない」と胸に刻む

周りの方への
感謝の気持ちを忘れず、
誠実に向き合う

皆が大好きになりました！
感謝の思いでいっぱいです
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「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
の
昨
年
11
月
14
日
（
火
）、

清
恵
会
病
院
の
ロ
ビ
ー
で
は
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
、
無
料
血
糖
測
定
、
糖
尿
病
に
関
す
る
教
育

資
料
な
ら
び
に
記
念
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

配
布
に
は
、
院
長
を
は
じ
め
当
院
の
糖
尿
病
・
生

活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー
の
医
師
や
看
護
師
も
加
わ
り

ま
し
た
。
来
場
者
数
は
、
血
糖
測
定
コ
ー
ナ
ー
に

1
1
0
名
、
資
料
配
布
コ
ー
ナ
ー
に
約
2
0
0
名

と
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
は
、
世
界
で
10
億
人
以

上
が
参
加
す
る
有
数
の
疾
患
啓
発
の
日
で
す
。
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
建
物
な
ど
を
青
色
に
照
ら
す
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
「
ブ
ル
ー

サ
ー
ク
ル
」
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

Topics
世
界
糖
尿
病
デ
ー 

in 

清
恵
会
病
院

Topics
講
師
を
お
招
き
し
て

E
R
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た

清
恵
会
病
院
で
は
月
1
回
E
R
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い

て
い
ま
す
。
E
R
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
は
、
当
院
の
救
急
医

療
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
医
師
や
看
護
師
を
は
じ

め
救
急
医
療
に
関
わ
る
全
て
の
医
療
職
種
が
参
加
す
る
勉

強
会
で
す
。

昨
年
11
月
13
日
（
月
）
の
E
R
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
当

院
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で
脳
血
管
内
治
療
を
担
当
す
る
木
村

医
長
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院 

脳
神
経
外
科 

医
長
の
今
村
博
敏
先
生
を
お
招

き
し
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
時
代
の
血
栓
回
収
療
法
　
〜
最
良
の

結
果
を
得
る
た
め
に
〜
」
と
題
し
、
脳
梗
塞
の
超
急
性
期

脳
血
管
内
治
療
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
研
修
病
院
や
自
院
で
の
取
り
組
み
を
症
例
や
治
療

成
績
も
交
え
な
が
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

貴
重
な
機
会
の
た
め
、
日
頃
、
脳
卒
中
を
発
症
し
た
と

疑
わ
れ
る
患
者
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
る
近
隣
病
院
に

も
呼
び
か
け
、
多
く
の
関
係
職
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
医
師
や
放
射
線
技
師
、
看
護

師
が
質
問
し
、
実
際
的
で
大
変
勉
強
に
な
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
と
な
り
ま
し
た
。

神戸市立医療センター中央市民病院
脳神経外科 医長　今村博敏先生

受付のあるロビー。
2階の手すりにブルーのイルミネーションをしました。

　
清
恵
会
病
院
は
昨
年
11
月
に
「
在
宅
療
養
後

方
支
援
病
院
」
の
施
設
基
準
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
患
者
様
と
ご
家
族
が
安

心
し
て
療
養
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
医

療
を
提
供
し
て
い
る
医
療
機
関
（
か
か
り
つ
け
医
）

と
連
携
し
、
患
者
様
の
緊
急
時
に
は
24
時
間
体

制
で
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
に
尽
力
す
る
地
域
の
先
生
方
に
も
、

患
者
様
に
も
、
一
層
頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Topics

清
恵
会
病
院
は
「
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
」
と
な
り
ま
し
た

在宅医療機関（かかりつけ医）

訪問診療

入院

退院

③ 緊急時の
　 入院依頼

① 事前登録
② 定期的な
　 情報交換

在宅療養の患者様

在宅療養後方支援病院

連
携
の
し
く
み
と
流
れ

① 

在
宅
療
養
の
患
者
様
は
、
あ
ら
か
じ
め

入
院
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
希
望
す

る
病
院
を
決
め
、
そ
の
病
院
へ
登
録
し

ま
す
。（
か
か
り
つ
け
医
を
通
じ
て
登
録
）

② 

病
院
は
、
登
録
さ
れ
た
患
者
様
に
つ
い

て
、
か
か
り
つ
け
医
と
３
か
月
に
１
回
以

上
、
患
者
様
の
診
療
情
報
を
交
換
し
、

共
有
し
ま
す
。

③ 

か
か
り
つ
け
医
の
ご
依
頼
を
受
け
て
、
患

者
様
の
緊
急
時
に
対
応
し
ま
す
。
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清恵会グループのご紹介

清恵会グループの
WEBサイトもご覧ください

清恵会http://seikeikai.or.jp/

清恵会三宝病院

072-226-8131（代）

複合型慢性期機能病院

〒590-0903  堺市堺区松屋町1丁4番地の1

072-223-8199（代）

清恵会病院 急性期機能病院

〒590-0064  堺市堺区南安井町1丁1番1号

法人本部

清恵会訪問看護ステーション

072-232-6074

訪問看護・
訪問リハビリテーション

〒590-0065  堺市堺区永代町2丁3番9号

清恵会向陵クリニック

072-257-3131

人工透析外来

〒590-0024  堺市堺区向陵中町6丁2番11号 清恵会医療専門学院

072-259-3901

看護師・准看護師養成校

〒591-8031  堺市北区百舌鳥梅北町2丁83番地

清恵会第二医療専門学院

072-222-6226

理学療法士・
診療放射線技師養成校

〒590-0026  堺市堺区向陵西町4丁5番9号

〒590-0903  堺市堺区松屋町1丁4番地の1

きらきら訪問リハ三宝

072-225-0066

訪問リハビリテーション

さんさんデイケア三宝 通所リハビリテーション

清恵会三宝病院　介護事業部

患者様送迎 3ルートで運行中

　清恵会病院および清恵会三宝病院へご来院・ご入院され
る患者様やご家族のために、3つのルートでバスを運行して
おります。ぜひご利用ください。
（時刻表は各病院またはホームページ等でご確認ください。）

※ご注意　車両がリフト付きではないこと、および走行中の安全
確保が行えないため、車椅子でのご利用はご遠慮いただいており
ます。ご了承の程お願い申し上げます。

南海本線
七道駅

マンション
「ブランズ・ヴェリテ
　堺七道」の前

清恵会
三宝病院

南海本線
堺駅

南海高野線
堺東駅

清恵会病院
南海高野線・JR
三国ヶ丘駅

七道駅 ― 清恵会病院間は、このバスが走っています
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